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 世界が目指すグローバル人材育成の枠組み 
  エビデンスに基づく 

科学的探究(Scientific Inquiry)力・問題解決力・意思決定力 

慶應義塾大学大学院 
  健康マネジメント研究科  
         渡辺 美智子  
（放送大学客員教授・統計センター理事） 1 

～グローバル時代に求められる統計的資質と人材～ ～グローバル時代に求められる統計的資質と人材～ 

２． 初等・中等教育段階の算数・数学カリキュラム  ２． 初等・中等教育段階の算数・数学カリキュラム  
(1)算数・数学科における統計内容の充実  

グローバル化社会における日本の算数・数学教育への提言に向けて 
  

グローバル化社会における日本の算数・数学教育への提言に向けて 
            日本学術会議数理科学委員会数学教育分科会第22期記録  

1 .統計を取り巻く背景 1 .統計を取り巻く背景 
2.統計内容の教育を通して育むべき 
       資質・能力 
3.次期の学習指導要領の改訂に向けて 



2014年10月27日 

 財務省財政制度等審議会  
   35人から４０人学級再開を検討 
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財務省に異議あり ;いじめ認知増で35人学

統計の知識はディベートの必須

財務省に異議あり ;いじめ認知増で35人学
級から40人学級へ？ データの誤読、正反
対の結論?  統計の知識はディベートの必須
のツール;グローバル社会では統計情報オープン化の
進展で益々議論が高度化 

2002年the 
Economic Policy 
Institute

2002年the 
Economic Policy 
Institute 

two eminent economists debate the merits of smaller 
class sizes and the research methods used to 
measure the efficacy 
Alan Krueger (Princeton Univ.) 
                      

two eminent economists debate the merits of smaller 
class sizes and the research methods used to 
measure the efficacy of this education reform 

Alan Krueger (Princeton Univ.)  
                      V.S .     Eric Hanushek (Stanford Univ.) 
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週刊新潮 2013年１月２６日号 

  (本文結びより引用） 

アメリカ 日本 

最も高い   
評価 

 85% 
(カナダ） 

 39% 
(日本） 

互いの 
評価 

 69% 
 (日本） 

 36% 
(アメ 
  リカ） 

 

「統計の見方」というような内容を高校で

の必修にしない限り、メディアによる詐

術はこれからもはびこり続ける。これで

は、国民が正しい判断を失い、世界でも

１，２を争うほど情報工作に長けた米国

と中国を前後に、我が国はこれまでと同

様、翻弄され続けるだろう。 



• 2007 The New York Times  

•      Business Bestseller 

『SUPER CRUNCHERS』 

• “Today the name of the game is data” 

• “Data-mining and statistical analysis 

•  have suddenly become cool” 

 
 

Most Sexy Job! 
最も魅力的な職業 
 
Statisticians! 
統計家 
 
グーグル・ 
  チーフエコノミスト 

統計＝統べて計る（すべてはか
る） 
   ＝  計って統べる  
       （統計的マネジメント） 
 
  ＊評価指標 ー＞ ばらつき 
   －＞ 要因分析  
   －＞ 予測モデル 
   －＞ 制御  
   －＞マネジメント  
     

http://www.amazon.co.jp/gp/product/images/B00BSXPJZE/ref=dp_image_z_0?ie=UTF8&n=465392&s=books
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人材育成： 

ビッグデータ利活用人材
（データサイエンティスト等）

の育成 
（文部科学省：2013~2021) 

世界最先端IT 国家創造宣言 
    （2013年6 月14 日 閣議決定） 
１．革新的な新産業・新サービスの創出と 
  全産業の成長を促進する社会の実現 

（１）オープンデータ・ ビッグデータの 
       活用の推進 
② ビッグデータ利活用による 
    新事業・新サービス創出の促進 

オバマ政権

ビッグデータイニシアティブ
2012

オバマ政権 

ビッグデータイニシアティブ 
2012年3 月29日 約200億円規模 

オープンデータの 
普及啓発と人材育成 

 

（総務省・経産省：
2013~2015) 
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経済社会の発展を牽引するグローバル人材育成 
          グローバルリーダーのデータに基づく科学的な意思決定力強化 

TOP30 立教大学 

   データサイエンス副専攻 

スーパーグローバルハイスクール（SGH) 
         幹事校 筑波大学付属高校 
 （筑波大学大学院 
    ビジネスサイエンス系 永井教授） 
a. 英語コミュニケーション能力，b. 戦略的
学習法，c. 行動による学習， 

d. PPDAC課題解決法 
       （国際チームプロジェクト） 
PPDACメソッドは、カナダ、米国、英国、豪

州等の中高等教育のカリキュラムに採択さ
れ、チーム活動を通して、定性的な課題を
定量的に分析する統計的問題解決手法 



•

  
      

•

•

    

 

 

• 1990年代：TQMブーム  

  第1期統計教育改革：問題解決・思考力        

      科学教育改革：科学的探究 

• 2000年代：データマイニングブーム 

• 2010年代：ビッグデータのストーム 

    2010年（全米共通コアカリキュラム；数学） 
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分布・代表値・四分位数・四分位範

 

  

 

 

 

2011年（全米共通コアカリキュラム；数学） 

中１：統計的仮説(research question)/分布・代表値・四分位数・四分位範
囲・平均絶対偏差 ／箱ひげ図 

中２：無作為抽出・２母集団の差の推測・確率モデル 

中３：2変数の分析（量的データ（散布図：線形/非線形・単回帰） 

     質的データ：クロス集計表／連関の見方 
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静岡大学
教育学部
松元新一
郎教授の
資料から 



LAUSD データサイエンス入門コース LAUSD-データサイエンス入門コース 

UCLA統計学部 NSF grant (12 million USD) 

  

UCLA統計学部 NSF grant (12 million USD) 

  To create a data science curriculum for high schools 
in Los Angeles Unified High School District 
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  諸分野のデータ  乱数とシミュレーション   データ構造と取得法  分布モデルによる 

   

  諸分野のデータ  乱数とシミュレーション   データ構造と取得法  分布モデルによる 

   の紹介     によるInformal Inference           への理解         推測   
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統計内容で育むべき資質と能力 

（ア） 統計を使ったコミュニケーション力を鍛える教育 

（イ）

    

（ウ）

    

（エ）

    

（オ）

 

（ア） 統計を使ったコミュニケーション力を鍛える教育 

（イ）  身の回りの統計情報とその活用場面への 

    興味喚起を促す教育 

（ウ） 不確実性と意思決定，リスクとその評価に対する 

    教育 

（エ） 統計的問題解決のプロセスを理解し活用力を 

    育成する教育 

（オ） ビッグデータとデータサイエンス教育の必要性 
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「A君は背が高い」－＞「身長が171cmもある」ー＞「クラスで2番目だ」－＞「A君は背が高い」－＞「身長が171cmもある」ー＞「クラスで2番目だ」－＞
「高校1年生の平均はだいたい168cmくらいだから＋3cm・・・」「でも標準偏
差が6cmくらいだから・・・」－＞「来年の新入生で175cm超えるのは・・・ 

14 批判的に読む（クリティカルマス Critical Math.） 批判的に読む（クリティカルマス Critical Math.） 

グローバルコミュニケーション力 グローバルコミュニケーション力 
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スキル・トランスファー(転用可能な力：活用力） 

    

  

 

スキル・トランスファー(転用可能な力：活用力） 

    T型人材の育成のためには 

  スポーツ・マーケティング・医療・健康など多様な事
例で学ぶ必要性がある。  
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分布の中心傾向で予測や判断する 

     

 

     

 

分布の中心傾向で予測や判断する 

     （不確実性をやわらげる：積極的にリスクをとる p値） 

 パレート分析：２０：８０にみるリスクをとる意思決定の方策 

     分布の山と裾（確率密度の高低）のメリハリを利用 

  

不確実性 データのばらつき 
分布の概念 

記述 
確率（分布）モデル 

推測 

（一般化） 

もとのデータの 

文脈で語る 

確率分布と統計的推測 確率分布と統計的推測 
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確率密度と確率の違い；確率密度の概念を教える必要性、海外は中学校くらいから度数密度を教え
ている。人口密度と人口を早くから教えているので、子どもにもわかる概念と考える。将来、確率密度
関数やp値を理解するために必要な素地指導であり、密度に応じた合理的なマネジメントを常に意識 
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TQM 

米国小３：科学研究のデザイン（因果分析の枠組み） 
現象：因果仮説：従属変数：独立変数：コントロール変数：データ：対照実験：局所管理 
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統計的(科学的）問題解決の枠組み： 

 Data-based problem solving 
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  課題(isuue)からデータで解ける問題(problem)に 

    客観的評価指標 Y (outcome)の   設定 

   Yに関する現状分析（分布） 

    Yをコントロールするための要因Xの探索 

  XとYの関連性の分析（因果・連関・相関分析） 
 
   コントロールできるXを制御して，目的である指標Yの改善を図る 
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スコアブックデータ＝＞平成25年統計 スコアブックデータ＝＞平成25年統計 
グラフ全国コンクール総務大臣特別賞 
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試合の勝敗の分布(統計的確率）を 
年生） 

試合の勝敗の分布(統計的確率）を 
変える状況の探索と分析(岐阜県中学3年生） 
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✔ 科学リテラシー 

    因果の発見 

     （科学的探究のための方法論） 

✔ 情報リテラシー 

    問題解決のプロセス・データから有意な情報抽出（データマイニング）・ 

✔ 数理リテラシー 

    不確実性の数理モデル 

             （データのばらつき・分布として記述・読み取り活用） 

✔ 社会科学との接点：政府統計，経済統計，金融統計・・・ ， 

     計量心理学，計量文献学，計量政治学，計量社会学，計量経済学，・・・ 

21世紀(知識基盤社会） 

  科学技術の進展 

  高度な情報化社会 

  グローバル化 

情報 

リテラシー 

科学 

リテラシー 

数理 

リテラシー 

統計 

リテラシー 

27 2012/10/25 第67回北海道算数数学教育研究大会 


